
【【
ＪＪ
ＲＲ
四四
国国
】】

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
春
闘
交
渉

は
、
２
月
21
日
に
１
回
目
の

団
体
交
渉
を
実
施
。
組
合
は
、

「
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の

の
鉄
道
運
輸
収
入
の
推
移
は

好
調
。
こ
の
成
果
は
組
合
員

が
日
々
『
安
全
・
安
定
輸
送
』

を
第
一
義
に
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
が
担
う
『
地
域
を
支
え
る

役
割
』
を
果
た
す
べ
く
、
ひ

た
む
き
に
業
務
に
取
り
組
ん

だ
努
力
の
賜
物
」
と
主
張
し
、

「
物
価
高
騰
が
賃
金
を
上
回

り
、
多
く
の
組
合
員
が
生
活

向
上
を
実
感
で
き
な
い
中
、

四
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
保
ち
、
『
賃
上
げ
が
あ

た
り
ま
え
の
社
会
』
の

実
現
に
向
け
最
大
の
労
働

条
件
で
あ
る
賃
金
を
持

続
的
に
引
き
上
げ
る
べ

き
」
と
要
請
。
３
月
３
日

に
行
っ
た
２
回
目
の
団
体
交

渉
に
お
い
て
も
、
「
各
職
場

で
の
要
員
状
況
が
極
め
て
厳

し
い
な
か
で
も
、
鉄
道
・
非

鉄
道
を
問
わ
ず
、
明
る
い
話

題
が
続
い
て
い
る
。
ひ
と
え

に
組
合
員
の
努
力
が
結
実
し

た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
持
っ

て
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る

た
め
に
も
働
き
の
価
値
に
相

応
し
い
賃
金
へ
の
引
き
上
げ

が
必
要
不
可
欠
。
継
続
的

な
『
人
へ
の
投
資
』
が

必
要
」
と
強
く
訴
え
た
。

迎
え
た
３
月
14
日
の
３
回

目
の
交
渉
に
お
い
て
、
定
期

昇
給
実
施
と
と
も
に
、
３
年

連
続
の
賃
金
改
善
と
し
て
ベ

ア
６
，
０
０
０
円
を
勝
ち
取
っ

た
ほ
か
、
扶
養
手
当
の
見
直

し
、
技
能
手
当
・
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
手
当
等
の
制
度
改
善
を

引
き
出
し
た
。
回
答
に
際
し

会
社
か
ら
は
「
旅
客
流
動
の

回
復
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、

人
口
減
少
の
影
響
等
を
踏
ま

え
る
と
経
営
環
境
は
今
後
も

不
透
明
だ
が
、
四
国
に
お
け

る
基
幹
的
公
共
輸
送
機
関
と

し
て
お
客
様
の
移
動
を
支
え

続
け
る
た
め
に
も
、
安
定
的

な
人
材
の
確
保
・
定
着
、
従

業
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る

職
場
づ
く
り
が
極
め
て
重
要
」

と
し
た
上
で
、
「
限
ら
れ
た

人
員
の
中
で
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
保
、
業
務
運
営
の

継
続
に
努
め
た
点
、
諸
施
策

に
対
す
る
協
力
な
ど
も
最
大

限
考
慮
し
た
上
で
、
２
０

２
５
年
度
は
中
期
経
営
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
、
労
使

一
丸
と
な
っ
て
経
営
課
題
解

決
に
臨
む
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

組

合
は
、
今
春
闘
に
お
い
て
も

非
常
に
厳
し
い
交
渉
を
強
い

ら
れ
た
が
、
要
員
状
況
が
逼

迫
す
る
中
、
組
合
員
の
日
々

の
奮
闘
を
強
く
訴
え
た
結
果

と
し
て
、
３
年
連
続
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
、
緊
急
呼
出
手
当

や
、
夜
間
作
業
・
宿
泊
業
務

な
ど
を
行
っ
た
際
に
支
給
さ

れ
る
交
代
制
等
勤
務
手
当
、

動
力
車
乗
務
員
手
当
（
本
線

ワ
ン
マ
ン
乗
務
）
等
、
大
会

や
各
種
集
会
等
で
組
合
員
か

ら
意
見
の
あ
っ
た
手
当
の
改

善
に
加
え
、
従
前
か
ら
の
課

題
で
あ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組

合
員
の
一
時
金
に
か
か
る
係

数
を
0.8
に
改
善
す
る
な
ど
、

複
数
の
項
目
で
賃
金
改
善
が

実
現
で
き
た
こ
と
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
ご
利
用
さ
れ

る
お
客
様
の
推
移
が
未
だ
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
る
会
社

の
現
時
点
で
の
最
大
限
の
回

答
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
19
、
21
、
22
参
照
）

【【
ジジ
ェェ
イイ
アア
ーー
ルル
四四
国国
ババ
スス
】】

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
春
闘
交
渉
は
、
２
月
28

日
に
１
回
目
の
交
渉
を
実
施
。

組
合
は
「
物
価
高
騰
が
経
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
の
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
含
め
第

２
四
半
期
に
お
い
て
２
期
連

続
の
黒
字
計
上
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
組
合
員
の
日
々
の

安
全
・
安
心
輸
送
へ
の
努
力

の
成
果
」
と
し
た
う
え
で
、

「
関
西
万
博
を
は
じ
め
と
す

る
需
要
拡
大
の
機
会
を
乗
務

員
不
足
に
よ
り
逃
し
て
は
な

ら
ず
、
『
人
財
の
確
保
・
定

着
』
は
最
重
要
課
題
。
諸
物

価
高
騰
が
継
続
す
る
中
、
働

き
の
価
値
に
見
合
っ
た
賃
金

水
準
と
は
依
然
乖
離
が
あ
り
、

労
働
条
件
の
改
善
を
強
力
に

推
進
し
な
け
れ
ば
、
事
業
運

営
そ
の
も
の
に
支
障
を
来
す

と
い
う
危
機
感
を
強
く
持
つ

べ
き
。
安
全
・
安
心
輸
送
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
も
、
『
人
財
』
た
る
組

合
員
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
た
誠
意
あ
る
回
答
を

求
め
る
」
と
強
く
要
請
し
た
。

会
社
は
「
今
年
度
は
営
業
損

益
で
黒
字
を
何
と
か
確
保
で

き
う
る
状
況
に
あ
る
が
、
需

要
拡
大
の
中
、
計
画
運
休
に

よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
交
渉
は
、
賃
金
改
善
の
必

要
性
は
認
識
す
る
中
、
経
営

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
熟

慮
が
必
要
。
特
に
55
才
以
降

の
賃
金
水
準
は
改
善
の
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
す
る
も
の

の
、
60
才
以
降
の
水
準
と
乖

離
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
懸
念

し
て
お
り
、
再
雇
用
契
約
社

員
を
含
め
た
賃
金
カ
ー
ブ
の

在
り
方
の
検
討
が
必
要
」
と

組
合
の
要
求
主
旨
も
踏
ま
え

た
上
で
、
将
来
に
向
け
た
人

財
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
組

合
員
の
想
い
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
定
期
昇
給

の
完
全
実
施
と
と
も
に
、
２

年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲

得
、
55
才
以
降
な
ら
び
に
再

雇
用
契
約
社
員
の
基
本
給
水

準
改
善
、
調
整
手
当
の
増
額

な
ど
複
数
項
目
の
改
善
を
実

現
し
た
。
ベ
ア
の
実
現
と
と

も
に
、
長
き
に
亘
り
強
く
訴

え
続
け
て
き
た
再
雇
用
契
約

社
員
を
含
ん
だ
55
才
以
降
の

賃
金
水
準
の
課
題
に
対
し
て
、

大
き
な
前
進
が
図
ら
れ
た
点

を
踏
ま
え
、
会
社
と
し
て
精

一
杯
の
回
答
と
判
断
し
妥
結

し
た
。

（
詳
し
く
は
、
自
動
車
支
部

ニ
ュ
ー
ス
№
７
～
９
を
参
照
）

中期経営計画２０２５の集大成となる一年

ＪＲ四国労組の強固な「団結」のもと
組合員と家族の幸せ実現に向けた環境を「創造」し、

一丸となって力強い運動を「実践」していこう！！

２０２５年度は中期経営計画２０２５の最終年度であり、計画
達成に向けて労使一丸となり取り組まなければなりません。２０
２４年度においても黒字決算を見込んでおり、しっかりと弾みを
つけることのできる経営環境にもあります。しかしながら、その
計画達成に何よりも重要な「人財」について、確保・定着が最大
の経営課題といえるような状況であることに変わりなく、引き続
き「人への投資」を通じた課題解決を図っていく必要があります。
とりわけ「ユニオンビジョン２０２３」で掲げた「ありたい姿」
の実現に向けて、さらなる取り組みを展開していく所存ですが、
より一層多様化するニーズを包摂していくことが求められていま
す。２２００２２５５春春闘闘でで勝勝ちち取取っったた賃賃金金改改善善のの勢勢いいをを一一層層加加速速ささせせつつ
つつ、、誰誰ももがが働働ききががいいをを実実感感ででききるる環環境境づづくくりりに挑戦しなくてはな
りません。
以上の認識のもと、ＪＲ四国労組は、ＪＲ四国及びジェイアー

ル四国バスの責任組合として雇用と生活を守ることを念頭に、
「安全・安定・安心輸送の確立」「組織の充実・強化」「労働条
件の改善」に取り組む決意です。そして、そのためにも、ＪＲ四
国グループ２０２５年度事業計画の営営業業収収益益５５６６００億億円円、、鉄鉄道道運運
輸輸収収入入２２３３００億億円円を確保すべく、グループ一体となった営業施策
の推進に貢献するとともに、「四国再発見増収キャンペーン」
「利用促進キャンペーン」の積極的な参加に向け、全組合員が一
丸となって取り組むことを要請します。

◇
３
年
連
続
の
賃
金
改
善
！
ベ
ア
６
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が
る
各
種
手
当
・
制
度
改
善
！

◇
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
係
数
0.8
に
改
善
！

◇
２
年
連
続
の
職
能
給
ベ
ア

２
，
５
０
０
円
獲
得
！

◇
55
～
59
歳
年
齢
給
ベ
ア

最
大
２
０
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
再
雇
用
契
約
社
員
の
大
幅
な
賃
金
改
善
！

【【 ＪＪ ＲＲ 四四 国国 ・・ 回回 答答 】】
◆定期昇給実施！
◆３３年年連連続続のの賃金改善！昨年から倍額ベベアア66,,000000円円！
◆エキスパート組合員の保保障障給給66,,000000円円引引きき上上げげ！
◆準組合員の基基本本賃賃金金改改善善
・パートナー社員4,800円
・サポーター社員30円

◆(日勤職)輸送障害時柔軟な働き方の変更が可能に！
◆扶扶養養手手当当の見直し！（2026.7～適用）
・子：10,000円、配偶者：5,000円

◆技技能能手手当当の拡充！
・既存手当の改善に加え、20種類の資格を追加

◆アアテテンンダダンントト手手当当の改善！
◆動動力力車車乗乗務務員員手手当当((本本線線ワワンンママンン乗乗務務))の改善！
◆交交代代制制等等勤勤務務手手当当の改善！
◆緊緊急急呼呼出出手手当当の倍増！
◆育児介護休業法改正に係る勤務制度改正
◆エキスパート組合員の一時金に乗じる係数

0.4→00..88にに改改善善！
◇エリア採用導入に向けた検討を深度化

【【 ジジ ェェ イイ アア ーー ルル 四四 国国 ババ スス ・・ 回回 答答】】

◆定期昇給完全実施！
◆２年連続の賃金改善！ベベアア（（職職能能給給））22,,550000円円！
◆5555～～5599才才の組合員の賃金改善！ベア（年齢給）

33,,000000円円～～2200,,000000円円引引きき上上げげ！！
◆乗乗務務員員のの調調整整手手当当(各等級3,500円)改善！
◆乗乗務務員員のの5555才才以以降降のの調調整整額額改改善善(190,000円)
◆再再雇雇用用契契約約社社員員のの賃賃金金大大幅幅改改善善！
・60才到達時点に基づく基本給額が64才まで適用
・最低保障額の引き上げ

◆契契約約社社員員のの賃賃金金改改善善！
◆看護等休暇への改称・適用範囲拡大！

２０２５春季生活闘争妥結!!

ＪＪＲＲ四四国国ｼｼﾞ゙ｪｪｲｲｱｱｰーﾙﾙ
四四国国ﾊﾊﾞ゙ｽｽ

ベースアップをはじめとする
賃金・制度等大幅改善を実現!!

四
国
の
新
幹
線
の
「
早
期
整
備
」
を
求
め
る

署
名
活
動
を
推
進
中
！

全国のＪＲ連合の
仲間とともに

取り組みを展開中！
一人でも多くの方へ
署名のご協力を!!

２０２５年４月１日
四国旅客鉄道労働組合

【【
ＪＪ
ＲＲ
四四
国国
】】

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
春
闘
交
渉

は
、
２
月
21
日
に
１
回
目
の

団
体
交
渉
を
実
施
。
組
合
は
、

「
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の

の
鉄
道
運
輸
収
入
の
推
移
は

好
調
。
こ
の
成
果
は
組
合
員

が
日
々
『
安
全
・
安
定
輸
送
』

を
第
一
義
に
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
が
担
う
『
地
域
を
支
え
る

役
割
』
を
果
た
す
べ
く
、
ひ

た
む
き
に
業
務
に
取
り
組
ん

だ
努
力
の
賜
物
」
と
主
張
し
、

「
物
価
高
騰
が
賃
金
を
上
回

り
、
多
く
の
組
合
員
が
生
活

向
上
を
実
感
で
き
な
い
中
、

四
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
保
ち
、
『
賃
上
げ
が
あ

た
り
ま
え
の
社
会
』
の

実
現
に
向
け
最
大
の
労
働

条
件
で
あ
る
賃
金
を
持

続
的
に
引
き
上
げ
る
べ

き
」
と
要
請
。
３
月
３
日

に
行
っ
た
２
回
目
の
団
体
交

渉
に
お
い
て
も
、
「
各
職
場

で
の
要
員
状
況
が
極
め
て
厳

し
い
な
か
で
も
、
鉄
道
・
非

鉄
道
を
問
わ
ず
、
明
る
い
話

題
が
続
い
て
い
る
。
ひ
と
え

に
組
合
員
の
努
力
が
結
実
し

た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
持
っ

て
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る

た
め
に
も
働
き
の
価
値
に
相

応
し
い
賃
金
へ
の
引
き
上
げ

が
必
要
不
可
欠
。
継
続
的

な
『
人
へ
の
投
資
』
が

必
要
」
と
強
く
訴
え
た
。

迎
え
た
３
月
14
日
の
３
回

目
の
交
渉
に
お
い
て
、
定
期

昇
給
実
施
と
と
も
に
、
３
年

連
続
の
賃
金
改
善
と
し
て
ベ

ア
６
，
０
０
０
円
を
勝
ち
取
っ

た
ほ
か
、
扶
養
手
当
の
見
直

し
、
技
能
手
当
・
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
手
当
等
の
制
度
改
善
を

引
き
出
し
た
。
回
答
に
際
し

会
社
か
ら
は
「
旅
客
流
動
の

回
復
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、

人
口
減
少
の
影
響
等
を
踏
ま

え
る
と
経
営
環
境
は
今
後
も

不
透
明
だ
が
、
四
国
に
お
け

る
基
幹
的
公
共
輸
送
機
関
と

し
て
お
客
様
の
移
動
を
支
え

続
け
る
た
め
に
も
、
安
定
的

な
人
材
の
確
保
・
定
着
、
従

業
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る

職
場
づ
く
り
が
極
め
て
重
要
」

と
し
た
上
で
、
「
限
ら
れ
た

人
員
の
中
で
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
保
、
業
務
運
営
の

継
続
に
努
め
た
点
、
諸
施
策

に
対
す
る
協
力
な
ど
も
最
大

限
考
慮
し
た
上
で
、
２
０

２
５
年
度
は
中
期
経
営
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
、
労
使

一
丸
と
な
っ
て
経
営
課
題
解

決
に
臨
む
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

組

合
は
、
今
春
闘
に
お
い
て
も

非
常
に
厳
し
い
交
渉
を
強
い

ら
れ
た
が
、
要
員
状
況
が
逼

迫
す
る
中
、
組
合
員
の
日
々

の
奮
闘
を
強
く
訴
え
た
結
果

と
し
て
、
３
年
連
続
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
、
緊
急
呼
出
手
当

や
、
夜
間
作
業
・
宿
泊
業
務

な
ど
を
行
っ
た
際
に
支
給
さ

れ
る
交
代
制
等
勤
務
手
当
、

動
力
車
乗
務
員
手
当
（
本
線

ワ
ン
マ
ン
乗
務
）
等
、
大
会

や
各
種
集
会
等
で
組
合
員
か

ら
意
見
の
あ
っ
た
手
当
の
改

善
に
加
え
、
従
前
か
ら
の
課

題
で
あ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組

合
員
の
一
時
金
に
か
か
る
係

数
を
0.8
に
改
善
す
る
な
ど
、

複
数
の
項
目
で
賃
金
改
善
が

実
現
で
き
た
こ
と
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
ご
利
用
さ
れ

る
お
客
様
の
推
移
が
未
だ
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
る
会
社

の
現
時
点
で
の
最
大
限
の
回

答
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
19
、
21
、
22
参
照
）

【【
ジジ
ェェ
イイ
アア
ーー
ルル
四四
国国
ババ
スス
】】

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
春
闘
交
渉
は
、
２
月
28

日
に
１
回
目
の
交
渉
を
実
施
。

組
合
は
「
物
価
高
騰
が
経
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
の
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
含
め
第

２
四
半
期
に
お
い
て
２
期
連

続
の
黒
字
計
上
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
組
合
員
の
日
々
の

安
全
・
安
心
輸
送
へ
の
努
力

の
成
果
」
と
し
た
う
え
で
、

「
関
西
万
博
を
は
じ
め
と
す

る
需
要
拡
大
の
機
会
を
乗
務

員
不
足
に
よ
り
逃
し
て
は
な

ら
ず
、
『
人
財
の
確
保
・
定

着
』
は
最
重
要
課
題
。
諸
物

価
高
騰
が
継
続
す
る
中
、
働

き
の
価
値
に
見
合
っ
た
賃
金

水
準
と
は
依
然
乖
離
が
あ
り
、

労
働
条
件
の
改
善
を
強
力
に

推
進
し
な
け
れ
ば
、
事
業
運

営
そ
の
も
の
に
支
障
を
来
す

と
い
う
危
機
感
を
強
く
持
つ

べ
き
。
安
全
・
安
心
輸
送
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
も
、
『
人
財
』
た
る
組

合
員
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
た
誠
意
あ
る
回
答
を

求
め
る
」
と
強
く
要
請
し
た
。

会
社
は
「
今
年
度
は
営
業
損

益
で
黒
字
を
何
と
か
確
保
で

き
う
る
状
況
に
あ
る
が
、
需

要
拡
大
の
中
、
計
画
運
休
に

よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
交
渉
は
、
賃
金
改
善
の
必

要
性
は
認
識
す
る
中
、
経
営

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
熟

慮
が
必
要
。
特
に
55
才
以
降

の
賃
金
水
準
は
改
善
の
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
す
る
も
の

の
、
60
才
以
降
の
水
準
と
乖

離
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
懸
念

し
て
お
り
、
再
雇
用
契
約
社

員
を
含
め
た
賃
金
カ
ー
ブ
の

在
り
方
の
検
討
が
必
要
」
と

組
合
の
要
求
主
旨
も
踏
ま
え

た
上
で
、
将
来
に
向
け
た
人

財
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
組

合
員
の
想
い
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
定
期
昇
給

の
完
全
実
施
と
と
も
に
、
２

年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲

得
、
55
才
以
降
な
ら
び
に
再

雇
用
契
約
社
員
の
基
本
給
水

準
改
善
、
調
整
手
当
の
増
額

な
ど
複
数
項
目
の
改
善
を
実

現
し
た
。
ベ
ア
の
実
現
と
と

も
に
、
長
き
に
亘
り
強
く
訴

え
続
け
て
き
た
再
雇
用
契
約

社
員
を
含
ん
だ
55
才
以
降
の

賃
金
水
準
の
課
題
に
対
し
て
、

大
き
な
前
進
が
図
ら
れ
た
点

を
踏
ま
え
、
会
社
と
し
て
精

一
杯
の
回
答
と
判
断
し
妥
結

し
た
。

（
詳
し
く
は
、
自
動
車
支
部

ニ
ュ
ー
ス
№
７
～
９
を
参
照
）

中期経営計画２０２５の集大成となる一年

ＪＲ四国労組の強固な「団結」のもと
組合員と家族の幸せ実現に向けた環境を「創造」し、

一丸となって力強い運動を「実践」していこう！！

２０２５年度は中期経営計画２０２５の最終年度であり、計画
達成に向けて労使一丸となり取り組まなければなりません。２０
２４年度においても黒字決算を見込んでおり、しっかりと弾みを
つけることのできる経営環境にもあります。しかしながら、その
計画達成に何よりも重要な「人財」について、確保・定着が最大
の経営課題といえるような状況であることに変わりなく、引き続
き「人への投資」を通じた課題解決を図っていく必要があります。
とりわけ「ユニオンビジョン２０２３」で掲げた「ありたい姿」
の実現に向けて、さらなる取り組みを展開していく所存ですが、
より一層多様化するニーズを包摂していくことが求められていま
す。２２００２２５５春春闘闘でで勝勝ちち取取っったた賃賃金金改改善善のの勢勢いいをを一一層層加加速速ささせせつつ
つつ、、誰誰ももがが働働ききががいいをを実実感感ででききるる環環境境づづくくりりに挑戦しなくてはな
りません。
以上の認識のもと、ＪＲ四国労組は、ＪＲ四国及びジェイアー

ル四国バスの責任組合として雇用と生活を守ることを念頭に、
「安全・安定・安心輸送の確立」「組織の充実・強化」「労働条
件の改善」に取り組む決意です。そして、そのためにも、ＪＲ四
国グループ２０２５年度事業計画の営営業業収収益益５５６６００億億円円、、鉄鉄道道運運
輸輸収収入入２２３３００億億円円を確保すべく、グループ一体となった営業施策
の推進に貢献するとともに、「四国再発見増収キャンペーン」
「利用促進キャンペーン」の積極的な参加に向け、全組合員が一
丸となって取り組むことを要請します。

◇
３
年
連
続
の
賃
金
改
善
！
ベ
ア
６
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が
る
各
種
手
当
・
制
度
改
善
！

◇
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
係
数
0.8
に
改
善
！

◇
２
年
連
続
の
職
能
給
ベ
ア

２
，
５
０
０
円
獲
得
！

◇
55
～
59
歳
年
齢
給
ベ
ア

最
大
２
０
，
０
０
０
円
獲
得
！

◇
再
雇
用
契
約
社
員
の
大
幅
な
賃
金
改
善
！

【【 ＪＪ ＲＲ 四四 国国 ・・ 回回 答答 】】
◆定期昇給実施！
◆３３年年連連続続のの賃金改善！昨年から倍額ベベアア66,,000000円円！
◆エキスパート組合員の保保障障給給66,,000000円円引引きき上上げげ！
◆準組合員の基基本本賃賃金金改改善善
・パートナー社員4,800円
・サポーター社員30円

◆(日勤職)輸送障害時柔軟な働き方の変更が可能に！
◆扶扶養養手手当当の見直し！（2026.7～適用）
・子：10,000円、配偶者：5,000円

◆技技能能手手当当の拡充！
・既存手当の改善に加え、20種類の資格を追加

◆アアテテンンダダンントト手手当当の改善！
◆動動力力車車乗乗務務員員手手当当((本本線線ワワンンママンン乗乗務務))の改善！
◆交交代代制制等等勤勤務務手手当当の改善！
◆緊緊急急呼呼出出手手当当の倍増！
◆育児介護休業法改正に係る勤務制度改正
◆エキスパート組合員の一時金に乗じる係数

0.4→00..88にに改改善善！
◇エリア採用導入に向けた検討を深度化

【【 ジジ ェェ イイ アア ーー ルル 四四 国国 ババ スス ・・ 回回 答答】】

◆定期昇給完全実施！
◆２年連続の賃金改善！ベベアア（（職職能能給給））22,,550000円円！
◆5555～～5599才才の組合員の賃金改善！ベア（年齢給）

33,,000000円円～～2200,,000000円円引引きき上上げげ！！
◆乗乗務務員員のの調調整整手手当当(各等級3,500円)改善！
◆乗乗務務員員のの5555才才以以降降のの調調整整額額改改善善(190,000円)
◆再再雇雇用用契契約約社社員員のの賃賃金金大大幅幅改改善善！
・60才到達時点に基づく基本給額が64才まで適用
・最低保障額の引き上げ

◆契契約約社社員員のの賃賃金金改改善善！
◆看護等休暇への改称・適用範囲拡大！

２０２５春季生活闘争妥結!!

ＪＪＲＲ四四国国ｼｼﾞ゙ｪｪｲｲｱｱｰーﾙﾙ
四四国国ﾊﾊﾞ゙ｽｽ

ベースアップをはじめとする
賃金・制度等大幅改善を実現!!

四
国
の
新
幹
線
の
「
早
期
整
備
」
を
求
め
る

署
名
活
動
を
推
進
中
！

全国のＪＲ連合の
仲間とともに

取り組みを展開中！
一人でも多くの方へ
署名のご協力を!!

２０２５年４月１日
四国旅客鉄道労働組合

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、

２
０
０
８
年
に
「
男
女
平

等
参
画
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
て
以
降
、
今
日
ま

で
男
女
平
等
参
画
推
進
に

向
け
各
種
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。

直
近
で
は
、
連
合
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
』

の
達
成
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
連

合
と
と
も
に
『
第
４
次
男

女
平
等
参
画
行
動
目
標
』

を
定
め
、
「
各
組
織
に
お

け
る
女
性
役
員
の
選
出
」

「
各
種
議
決
機
関
へ
の
女

性
参
画
」
「
男
女
平
等
参

画
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
」
の
３
点
を
を
目
下
の

目
標
と
し
て
、
連
合
「
中

央
集
会
」
・
Ｊ
Ｒ
連
合

「
女
性
役
員
意
見
交
換
」

を
初
め
と
す
る
各
種
活
動

に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と
し
て
も

性
別
問
わ
ず
働
き
や
す
い

環
境
作
り
に
向
け
「
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
男
女
平
等
参
画

推
進
会
議
」
の
ほ
か
、
以

下
の
よ
う
な
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

１
月
22
日(

水)

本
部
１

階
会
議
室
に
お
い
て
、

「
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
」
を
開
催
し
、
四
国

各
地
か
ら
合
計
14
名
の
女
性

役
員
が
参
加
し
た
。

本
委
員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

『
第
４
次
男
女
平
等
参
画

行
動
目
標
』
の
実
現
に
向

け
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
各
支

部
・
分
会
に
お
い
て
女
性
役

員
の
積
極
的
な
登
用
が
進
む

一
方
、
各
職
場
に
お
い
て
依

然
と
し
て
女
性
が
少
数
の
職

場
も
多
い
こ
と
か
ら
、
女
性

役
員
同
士
の
連
携
強
化
を
図

る
観
点
か
ら
初
の
試
み
と
し

て
開
催
し
た
。

会
議
は
序
盤
、
本
部
か
ら

連
合
・
Ｊ
Ｒ
連
合
等
の
計
画

の
位
置
づ
け
、
現
状
認
識
に

つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
の
取
り
組

み
状
況
の
展
開
を
図
っ
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
女
性
組
合
員
が

長
く
働
く
こ
と
の
で
き
る
制

度
・
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

ま
た
、
女
性
役
員
の
輪
を
広

げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
組

合
活
動
に
取
り
組
む
か
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
出
席
者
か

ら
は
、
女
性
組
合
員
の
人
数

も
限
ら
れ
る
中
、
様
々
な
会

合
等
に
出
席
す
る
機
会
が
増

え
て
お
り
、
持
続
的
な
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
見

や
、
女
性
の
み
で
議
論
を
行
っ

た
内
容
を
男
性
に
も
ど
う
広

げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
本
委
員

会
で
出
た
意
見
も
踏
ま
え
た

上
で
、
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会
等
と
連
携
し
、
男

女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

環
境
作
り
に
向
け
取
り
組
む
。

本
部
青
年
女
性
会
議
は
、

２
月
11
日
（
火
）
香
川
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

松
市
）
に
て
、
「
第
31
回
レ

デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地
か
ら

合
計
18
名
の
女
性
組
合
員
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
本
部
か
ら
直

近
の
春
闘
を
含
め
た
取
組
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
参
加
者
は
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
「
ｉ
ｔ
ｏ
」
を
使
用
し
た

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
実
施
。

最
中
に
は
歓
声
が
沸
く
な

ど
一
気
に
距
離
感
を
縮
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

後
、
「
知
っ
て
活
か
そ
う

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
付
き

合
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
大

塚
製
薬
㈱
か
ら
の
講
義
を

受
け
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ(

月
経
前

症
候
群)

や
更
年
期
障
害

な
ど
女
性
特
有
の
体
調
変

化
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
講

義
終
了
後
は
、
「
お
菓
子
作

り
」
と
し
て
チ
ョ
コ
ド
ー
ナ

ツ
や
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
グ
ル
ー

プ
毎
に
作
製
。
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
っ
た
班
も
あ
っ
た
も
の

の
、
最
後
は
美
味
し
い
お
菓

子
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
会
社
の
良
い
と
こ
ろ
」

「
働
く
に
あ
た
っ
て
知
り
た

い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
女
性
組
合
員
が
少
な
い

現
状
で
、
既
存
の
男
性
組
合

員
に
も
女
性
の
体
調
に
つ
い

て
理
解
を
求
め
る
声
や
、
男

女
問
わ
ず
育
児
を
行
う
に
あ

た
り
課
題
が
あ
る
現
状
を
認

識
し
た
一
方
で
、
組
合
が
あ

る
か
ら
こ
そ
意
見
を
言
い
な

が
ら
制
度
等
を
変
え
て
い
け

る
良
さ
を
共
有
し
た
う
え
で
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ

て
働
き
た
い
と
の
想
い
を
皆

で
共
有
し
た
。

（
詳
細
は
「
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
No.
４
２
０
」
参
照
）

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議

会
で
は
、
３
月
22
日
（
土
）

に
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸

大
橋
に
於
い
て
退
職
者
連

絡
会
香
川
支
部
と
合
同
で

「
四
国
新
幹
線
の
必
要
性

に
つ
い
て
」
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
学
習
会
に
は
連
合
香

川
福
家
会
長
を
は
じ
め
６

名
の
来
賓
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
香

川
県
協
議
会
よ
り
62
名
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
国
民
民
主
党
玉

木
代
表
よ
り
国
政
報
告
及

び
、
新
幹
線
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議
会

杉
本
議
長
、
連
合
香
川
福

家
会
長
、
退
職
者
連
絡
会

香
川
支
部
石
川
支
部
長
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会

議
団
長
山
本
悟
史
香
川
県

議
会
議
員
、
米
田
高
松
市

議
会
議
員
、
藪
多
度
津
町

議
会
議
員
よ
り
挨
拶
と
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
Ｊ
Ｒ
四
国
総
合
企

画
本
部
永
易
担
当
課
長
よ

り
「
四
国
の
鉄
道
の
高
速

化
と
新
幹
線
整
備
の
動
向
」

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
っ

た
後
、
本
部
か
ら
本
春
闘

を
含
め
た
近
況
報
告
と
四

国
新
幹
線
の
署
名
活
動
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
Ｊ
Ｒ
連
合
香
川

県
協
議
会
寳
田
副
議
長
か

ら
来
賓
方
々
へ
お
礼
を
述

べ
る
と
共
に
、
丸
亀
市
議

会
議
員
選
挙
、
第
27
回
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
、
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
学

習
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
席
に
て
参
議
院
選
挙

立
候
補
予
定
の
原
田
秀
一

候
補
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
組
合

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議
会

事
務
局
長

土
井

俊
哉

４
月
10
日
（
木
）
、
香
川

県
高
松
市
に
て
四
国
鉄
道
機

械(

株)

の
労
働
組
合
と
し
て
、

四
国
鉄
道
機
械
ユ
ニ
オ
ン

（
略
称
・
四
国
鉄
機
ユ
ニ
オ

ン
）
の
結
成
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

今
年
度
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
四
国

グ
ル
ー
プ
の
車
両
検
修
部
門

の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
㈱
が
従
前
行
っ
て
い
た

車
両
検
修
業
務
が
Ｊ
Ｒ
四

国
・
四
国
鉄
道
機
械
に
移

管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
該
業
務
に
従
事
す
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
労
組
組
合
員

も
四
国
鉄
道
機
械
に
転
籍

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

同
組
合
員
か
ら
「
四
国
鉄

道
機
械
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
団
結
し
た
取
り
組

み
が
重
要
」
と
の
主
旨
の

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
、
元

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組
組
合

員
63
名
（
高
松
13
名
、
松

山
16
名
、
徳
島
15
名
、
高

知
19
名
）
及
び
従
前
か
ら

四
国
鉄
道
機
械
に
所
属
す

る
社
員
10
名
の
合
わ
せ
て

73
名
が
四
国
鉄
道
機
械
ユ

ニ
オ
ン
に
参
加
、
と
も
に

活
動
を
行
う
旨
が
確
認
さ

れ
た
。

大
会
で
は
新
組
織
の
運
動

方
針
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
松
岡
執
行
委
員
長
、
粟

飯
原
書
記
長
ら
を
は
じ
め
と

す
る
執
行
部
体
制
が
発
足
。

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
加
盟
申
請
も

承
認
さ
れ
る
な
ど
、
同
労
組

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
は
新
た
な

仲
間
の
参
画
を
大
い
に
歓
迎

す
る
！

【
四
国
鉄
道
機
械

ユ
ニ
オ
ン
執
行
部
】

執
行
委
員
長

松
岡

翔
汰

副
執
行
委
員
長

山
内

智
広

副
執
行
委
員
長

岡
村

健
司

書
記
長

粟
飯
原

弘
季

３
月
８
日
（
土
）
10
時
40

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式

に
て
第
７
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
第
38
回
定
期
本
部
委
員
会
）

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策(

Ｊ
Ｒ
四
国)

（
業
務
）

・
高
徳
線
中
野
町
架
道
橋
塗

装
工
事
に
お
け
る
チ
ェ
ー

ン
垂
下
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
５
春
闘

（
男
女
）

・
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

（
高
知
・
徳
島
）

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協

第
33
回
定
期
委
員
会

・
春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会

・
中
央
交
運
労
協
・

地
方
代
表
者
会
議

（
県
協
定
期
委
員
会
・

春
闘
討
論
集
会
）

・
香
川
、
高
知
、
愛
媛
、
徳
島

（
レ
ク
）

・
新
春
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

（
琴
平
）

（
青
女
）

・
四
国
電
力
総
連
と
の

意
見
交
換
会

・
冬
レ
ク
２
０
２
５
（
倉
敷
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
部
会
定
期
委
員
会
）

・
営
業
部
会
、
事
業
開
発
部
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
産
業
政
策
委
員
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会

・
第
37
回
中
央
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
春
闘
総
決
起
集
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
議
事
】

①
丸
亀
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
推
薦
候
補
者

の
承
認
に
つ
い
て

②
36
協
定
の
妥
結
承
認
に
つ

い
て

③
営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

④
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る
諸

問
題
の
集
約
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
44
回
定

期
大
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑥
２
０
２
５
年
度
新
規
採
用

者
の
全
員
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

⑦
「
四
国
の
新
幹
線
の

『
早
期
整
備
』
を
求
め

る
署
名
活
動
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑧
春
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
５
の
開
催
に
つ

い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑩
そ
の
他

zoomによるWEB形式での開催

第
７
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

本
部
・
支
部
・
分
会
の

女
性
役
員
が
集
結
し
、

意
見
交
換
を
実
施

ＪＪＲＲ四四国国労労組組第第44４４回回定定期期大大会会
のの開開催催ににつついいてて（（告告示示））

四国旅客鉄道労働組合規約第18条及び第19
条に基づき、第44回定期大会を下記のとおり
招集します。

記

１ 日時 2025年7月11日(金) 10:30-17:00
２ 場所 ＪＲホテルクレメント高松
３ 議題 （1） 2025年度運動方針（案）

（2） 2025年度財政方針（案）
（3） その他

２０２５年３月７日
四国旅客鉄道労働組合
執行委員長 大谷 清

第第２２回回ドドッッヂヂビビーー大大会会開開催催

○ 日時 ５月24日(土)13:30集合
○ 場所 あなぶきアリーナ香川

サブアリーナ
（香川県高松市サンポート６）

・お申込みは各支部
レク担当者まで

・詳細は開催書面を
ご確認ください

四
国
鉄
道
機
械
ユ
ニ
オ
ン
結
成
！

男
女
平
等
参
画
実
現
に
向
け

各
種
取
組
み
を
展
開
！

女女
性性
役役
員員
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
委委
員員
会会
開開
催催

第
31
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

政策実現に向けて

政治と連携した取組を展開

香
川
県
協
議
会
・

退
職
者
連
絡
会
香
川
支
部

合
同
学
習
会


